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マ
レ
ー
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
沿
岸
を
ほ

ぼ
走
破
し
た
こ
と
が
あ
る
。
詩
人
金
子
光
晴

の
「
マ
レ
ー
蘭
印
紀
行
」
の
主
要
舞
台
と

な
っ
た
バ
ト
パ
ハ（
マ
レ
ー
シ
ア・ジ
ョ
ホ
ー

ル
州
）、
そ
れ
に
マ
ラ
ッ
カ
が
記
憶
に
残
る
。

放
浪
の
詩
人
が
定
宿
に
し
た
バ
ト
パ
ハ
の
旧

日
本
人
ク
ラ
ブ
、
そ
の
街
を
流
れ
る
シ
ン
パ

ン
・
キ
リ
川
を
み
な
が
ら
石
原
産
業
が
採
掘

し
た
鉄
鉱
石
を
満
載
し
た
船
が
行
き
交
っ
て

い
た
往
時
を
し
の
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
そ
の

河
口
で
は
ス
マ
ト
ラ
島
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

か
ら
の
大
量
の
密
航
者
を
強
制
送
還
す
る
光

景
を
目
に
し
、
海
峡
が
密
航
の
海
で
あ
る
こ

と
も
知
っ
た
。

　

マ
ラ
ッ
カ
に
も
よ
く
出
向
い
た
。
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ゆ
か
り
の
セ
ン
ト
・

ポ
ー
ル
大
聖
堂
史
跡
か
ら
望
む
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
、
チ
ャ
イ
ナ
・
タ
ウ
ン
の
美
し
い
街
並
み
、

落
地
生
根
の
華
人
が
眠
る
墓
地
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
の
子
孫
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
ポ
ル
ト
ガ

ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
│
│
。　

　
清
の
滅
亡
を
早
め
た
と
い
わ
れ
る
太
平
天

国
の
乱
も
マ
ラ
ッ
カ
と
無
縁
で
は
な
い
。
キ

リ
ス
ト
教
的
な
幻
想
に
か
ら
れ
た
洪
秀
全
は
、

１
８
５
０
年
に
広
西
で
十
余
年
に
及
ぶ
大
乱

の
引
き
金
を
引
い
た
。
マ
ラ
ッ
カ
の
教
会
で

植
字
工
を
し
て
い
た
華
人
が
書
い
た
キ
リ
ス

ト
教
入
門
書
を
中
国
・
広
州
で
手
に
し
た
の

が
、
太
平
天
国
の
乱
の
遠
因
と
な
っ
た
。

　
今
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
め
ぐ
る
ニ
ュ
ー
ス

が
増
え
て
い
る
。来
年
春
に
は
国
際
機
関「
情

報
共
有
セ
ン
タ
ー
」
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
設

立
さ
れ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
と
日
本
、

中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
も
運
営
に
関
与
。
海

賊
、
テ
ロ
な
ど
の
情
報
を
一
元
管
理
し
、
海

峡
の
安
全
確
保
を
図
る
狙
い
だ
。

　

今
年
9
月
か
ら
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
の
4
カ

国
が
「
空
の
目
作
戦
」
と
名
付
け
た
共
同
空

中
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
昨
年
か
ら

開
始
し
た
海
上
パ
ト
ロ
ー
ル
に
次
ぐ
安
全
強

化
策
で
あ
る
。
ま
た
、
海
峡
を
通
過
す
る
船

舶
を
共
同
で
監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
進

め
る
こ
と
で
も
関
係
国
は
合
意
し
て
い
る
。

　
主
権
へ
の
干
渉
問
題
な
ど
が
か
ら
ん
で
足

並
み
が
乱
れ
が
ち
だ
っ
た
沿
岸
国
が
マ
ラ
ッ

カ
海
峡
の
防
衛
で
一
致
し
た
の
は
、
6
月
に

ロ
イ
ド
保
険
協
会
が
イ
ラ
ク
、
ソ
マ
リ
ア
、

レ
バ
ノ
ン
な
ど
と
並
ん
で
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を

「
戦
争
、
攻
撃
、
テ
ロ
な
ど
の
危
険
地
帯
」

と
し
て
指
定
し
た
の
が
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
が
「
危
険
地
帯
」
と
名
指

し
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
沿
岸
関
係
国
か

ら
は
「
こ
れ
ま
で
の
我
々
の
安
全
へ
の
努
力

を
考
慮
し
な
い
一
方
的
な
指
定
だ
」
と
の
不

満
も
出
た
が
、
こ
の
ロ
イ
ド
に
よ
る
事
実
上

の
安
全
確
保
勧
告
が
関
係
国
の
結
束
に
弾
み

を
つ
け
た
形
だ
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
は
中
東

か
ら
極
東
へ
の
原
油
輸
送
の
大
動
脈
で
あ
る
。

シ
ー
レ
ー
ン
の
要
衝
だ
け
に
、
中
東
原
油
に

依
存
す
る
極
東
諸
国
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
の

不
測
の
事
態
に
備
え
て
リ
ス
ク
回
避
策
、
輸

送
ル
ー
ト
の
多
様
化
を
模
索
し
て
き
た
。
マ

レ
ー
半
島
を
横
断
す
る
運
河
や
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
多
く
構
想
さ
れ
た
が
、

い
ま
だ
に
一
つ
も
実
現
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
リ
ス
ク
回
避
で
先
頭
を
走
る
の
が
中

国
で
あ
る
。02
年
に
内
陸
の
蘭
州（
甘
粛
省
）

か
ら
成
都
を
経
由
し
て
重
慶
の
原
油
貯
蔵

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
至
る
約
１
２
５
０
㎞
の
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
が
完
成
。
さ
ら
に
広
東
省
の
製
油

所
と
雲
南
省
の
昆
明
、
そ
の
昆
明
か
ら
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
港
湾
都
市
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
計
画
や
構
想
な
ど
が
浮
か
ん
で
い
る
。
中

国
石
油
天
然
ガ
ス
集
団
が
中
央
ア
ジ
ア
の
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
油
田
権
益
を
持
つ
石
油
会
社

を
買
収
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
由
し
な
い
原

油
調
達
ル
ー
ト
の
多
様
化
を
進
め
て
い
る
。

　
か
つ
て
英
・
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ジ
ア
植
民
地

政
策
の
要
は
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
中
国
（
南
シ

ナ
海
）
へ
至
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
と
ス
ン
ダ
海

峡
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
と
ジ
ャ

ワ
島
間
）
を
い
か
に
確
保
す
る
か
に
あ
っ
た
。

原
油
と
い
う
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
脱
マ
ラ
ッ
カ

海
峡
化
、
内
陸
化
を
進
め
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
中
国
の
動
き
は
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
今

後
の
機
能
や
沿
岸
地
域
、
中
央
ア
ジ
ア
の
安

全
保
障
に
も
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
海
洋
ア
ジ
ア
か
ら
陸
の
ア
ジ
ア
へ
の

時
代
を
も
予
感
さ
せ
る
。

日
経
香
港
社　
奥
村
幸
広

マラッカ海峡─
海の防衛と原油多ルート化
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